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〈
日
露
海
戦
遺
構
地
P
a
r
t
１
〉

対
馬
で
一
番
長
い
天
然
砂
浜
で
あ
る

茂
木
浜
。
今
月
は
こ
の
茂
木
浜
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
届
け
し
ま
す
。

１
９
０
５
年
（
明
治
38
年
）
５
月
27

日
と
28
日
の
両
日
、
こ
の
茂
木
浜
沖
で

日
本
海
海
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
東
郷

平
八
郎
司
令
長
官
率
い
る
連
合
艦
隊
が
、

当
時
最
強
と
い
わ
れ
た
ロ
シ
ア
の
バ
ル

チ
ッ
ク
艦
隊
に
大
勝
し
ま
し
た
。
そ
の

艦
隊
の
中
の
戦
艦
ナ
ヒ
モ
フ
号
は
茂
木

浜
沖
に
沈
没
し
、
救
命
ボ
ー
ト
で
99
名

の
ロ
シ
ア
兵
が
茂
木
浜
に
上
陸
し
ま
し

た
。
住
民
は
敵
国
襲
来
と
考
え
鎌
や
斧

な
ど
を
手
に
と
り
茂
木
浜
に
集
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
戦
火
を
逃
れ
漂
着
し

た
ロ
シ
ア
兵
と
分
か
り
、
温
か
く
も
て

な
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

茂
木
浜
で
目
を
奪
わ
れ
る
の
は
、
景

色
と
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
も
思
え
る
大
砲
。

ナ
ヒ
モ
フ
号
に
残
る
金
塊
積
載
説
の
調

査
で
、
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
口
径
20
cm
の
艦
載
砲

で
す
。
残
念
な
こ
と
に
金
塊
は
無
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
海
底
に
眠
る
戦
艦
の

夢
物
語
と
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
「
真
実
は
戦
艦
ナ
ヒ
モ
フ
号

の
み
ぞ
知
る
」
で
す
。

島
内
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
ロ
シ

ア
と
関
係
が
深
い
場
所
が
残
っ
て
い
ま

す
。
P
a
r
t
２
で
は
他
の
場
所
を
紹

介
し
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
情

報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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馬
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　４月９日、市内のほとんどの小

・中学校で入学式が行われるなか、

上対馬町一重の南陽小学校（古賀

昭光校長）では、一人の新入生を迎える入学式

が行われました。

　ピカピカのランドセルを背負い両親に連れら

れて初登校した春田大輝くんは、入学式で校長

先生から「新入生が一人で寂しいと思っている

でしょうが、楽しいことがいっぱいありますか

ら、わくわくした気持ちで学校に来て下さい」

と言葉をかけられ、25名の在校生たちからは手

話を使っての合唱や早口言葉などの出し物で歓

迎を受けました。

　大勢の人に囲まれて少し緊張していた様子の

大輝くんでしたが、温かい歓迎に応えて「はや

くお勉強したり遊んだりしたいです。お兄さん

お姉さん、仲良くしてください。」と元気よく

挨拶しました。

　今年、市内の小学校には409名の新一年生が

入学しました。
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